
令和３年 11 月 

警 察 庁 

 

警察における障害者施策の取組 

 

○ ＴＳＰＳ（信号情報活用運転支援システム）の整備 

 ・ 運転者に信号交差点への到着時における信号灯火等に関する情報を事前

に提供することで、ゆとりある運転を促し、急停止・急発進に伴う交通事故

の防止等を図るＴＳＰＳの整備を推進した。 

【ＴＳＰＳにより信号情報を提供している信号機数】  

（令和２年度末）14,034 基 

 

○ バリアフリー対応型信号機の整備等 

・ 主要な生活関連経路を構成する道路その他整備が必要であると認められ

る道路において、バリアフリー対応型信号機を整備した。 

  整備数（現在数） 

  （令和２年度末） 42,349 基 

   うち歩車分離式信号整備状況（現在数） 

  （令和２年度末）   9,847 基 

   うち音響式歩行者誘導付加装置整備状況（現在数） 

  （令和２年度末）   3,569 基 

・ 障害者が安全に安心して自動車を運転できるよう、信号灯器のＬＥＤ化を

推進した。 

整備数（現在数） 

 (令和２年度末) 1,466,193 灯 

・ 最高速度 30 キロメートル毎時の区域規制や路側帯の設置・拡幅等の対策

を行い、歩車が共存する安全で安心な道路空間を創出する「ゾーン 30」の

整備を推進した。 

整備数（現在数） 

（令和２年度末）4,031 か所 

 

資料４ 



○ 110 番アプリシステムの運用 

・ 聴覚に障害のある方等、音声による 110 番通報が困難な方が、スマートフ

ォン等を利用して、文字等で警察に通報できる「110 番アプリシステム」を

運用し、障害者からの緊急通報に適切に対応した。 

 

○ 警察職員に対する教養 

・ 警察学校や警察署等の職場において、採用時教育の段階から、障害者施設

への訪問実習、有識者による講話等、障害のある人の特性や障害に配慮した

コミュニケーション等への理解を深めるための研修を実施した。 

・ 障害の特性を踏まえた接遇の在り方等について収録した視聴覚教材を作

成し、全都道府県警察において職場教養等に活用した。 

特に、東京 2020 パラリンピック競技大会においては、警備等の諸対策に

従事する全ての警察職員が、障害者やその関係者の接遇に当たる可能性が

あることから、開催前に全ての関係職員に対して改めて同視聴覚教材を活

用した教養を実施し、意識の向上と知識の習得を徹底した。 

 

○ その他 

・ 手話ができる警察官の交番等への配置や「コミュニケーション支援ボー

ド」の全都道府県警察の交番等における配備・活用により、障害者からの各

種届出、相談等に適切に対応した。 

・ 各種警察活動に際し、障害者虐待事案を認知した場合には、障害者虐待防

止法に基づき、速やかに市町村に通報することとしている。また、市町村長

による立入り調査に際し、援助の求めを受けた場合において、障害者の生命

又は身体の安全を確保するため必要と認めるときは、速やかに事案に応じた

適切な援助に努めている。 

・ 運転免許制度に関し、申込書類の変更や、試験会場等のバリアフリー化、

漢字に振り仮名を付けるなど試験問題の配慮、手話通訳ができる職員の配置、

実技試験や教習等における身体に障害のある人への配慮等の措置を講じて

いる。 


